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第 三 期 幹 事 会  
(2006.5.28 選出 肩書きは 2006 年 11 月現在) 

代 表 
朱建栄 東洋学園大学教授 博士  

幹 事 
王柯  神戸大学教授 博士 
王智新 宮崎公立大学教授 博士 
王敏  法政大学教授 博士 
魏大名 会津大学教授 博士 
呉智深 茨城大学教授 博士 
朱炎  (株)富士通総研経済研究所  

主席研究員(事務局次長兼任) 
張紀潯 城西大学教授 博士 
趙軍  千葉商科大学教授 博士 

(事務局長兼任) 
陳玳珩 東京理科大学教授 博士 
唐亜明 福音館書店編集者 
杜進  拓殖大学教授 
 
 
 
 

1 . 学 術 活 動  
◆2005 年 5 月 28 日、「東アジア共同体の成立に

向けて日･中･韓がいかに協力できるか」日本華人

教授会議総会・国際シンポジウム。 
◆同 8 月 11 日、「歴史を忘れず未来を拓く―戦

後 60 周年の総括と 21 世紀への啓示」国際シン

ポジウムを共催。 
◆同 9 月 24～25 日、東アジア社会保障国際シン

ポジウム(北京、中国人民大学と共催)。 
◆同 9 月 26 日、中国共産党中央党史研究室の研

究者を囲む研究会。 
◆同 11 月 10 日､中国大使館の馬継生参事官を囲

む「最近の中国外交と日中関係」に関する研究会。 
◆同 12 月 9～11 日、「中国同盟会設立 100 周年

記念国際シンポジウム――日中関係への回顧と

展望」を主催。 
◆2006 年 2 月 18 日、在米、在日と北京の中国

人学者がともに「中国外交と日米中関係」を討

論する公開シンポジウム(中華総商会と共催)。
『参考消息』に抜粋紹介。 
◆同 5 月 28 日、「東アジア「調和社会」の構築 
と日中韓の政策対話」日本華人教授会議総会･記

念国際シンポジウム。 
◆同 7 月 29 日、「東北アジアの調和社会の構築 

熊達雲 山梨学院大学教授 博士 
李春利 愛知大学教授 博士 

監 査 
凌星光 日中関係研究所所長 
陳仁端 日本大学教授 博士 

 
 
 

組 織 構 成  
事務局 
小委員会 

中日関係研究委員会 
開発研究委員会 
政治経済研究委員会 
社会福祉･人材育成研究委員会  
ＩＴ研究委員会 
文化研究委員会 
組織人事委員会 

 
 
 
 

日本華人教授会議 活動記録 (敬称略） 

を目指して――日中韓の政治、経済と文化の諸問

題に関する講演討論会」を共催。 
◆同 9 月 5 日、北京大学アジア･太平洋研究院と

「中国人の日本観：在日華人学者との対話」国際

シンポジウムを共催。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆同 9 月 8 日、清華大学国際問題研究所と「ポ

スト小泉の日本政局と中日関係」と題するシンポ

ジウムを共催。 
◆同 9 月 8～10 日、第二回東アジア社会保障国

際シンポジウム(北京、中国人民大学と共催)。沈

潔会員が基調報告。 
◆同 11 月 11 日、両岸関係研究センターと「劉

進慶先生逝去一周年記念･台湾問題シンポジウ

ム」を共催。 

     



 
 
 

2 .対 外 交 流 活 動  
◆2004 年 10 月 18 日、王毅中国大使と懇談。 
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◆同 11 月 11 日、民主党若手中堅議員との交流

会「日中ネクストの会」が発足。劉傑、王曙光ら

会員が講師を務める。 
◆同 12 月 15 日、民主党幹部との交流会「日中

戦略フォーラム」が発足。凌星光、劉進慶、朱建

栄らがそれぞれ発表をし、意見交換を行う。 
◆2005 年同 7 月 13 日、中国国際貿易学会、商

務部の訪日者との意見交換。 
◆同 7 月 21 日、中共中央党校の李君如副校長一

行との交流、懇談。 
◆同 8 月 19 日、中国国情研究中心・清華大学教

授の孟健軍氏との意見交換。 
◆同 12 月 6 日、中国社会科学院学者の訪日団と

の研究交流会。 
◆同年 7 月 13 日から、自民党政調会との勉強会

が発足。中国社会の改革の参考となる戦後日本の

経験と教訓が勉強テーマ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆同年 7 月 25 日、松田岩夫・内閣特命大臣を訪

問。日中科学技術交流に関する提言をまとめて提

出。 
◆同 8 月、一部の会員がチベット鉄道に乗ってラ

サ、シカツェなどを視察し、現地への日本の支援

促進をめぐって懇談。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆同 9 月 3～9 日、第一回帰国訪問団。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆同 10 月 16 日、与党交流協議で来日した王家

瑞中連部部長ら一行を歓迎する日本外務省レセ

プションに招待される。 
◆同 12 月 7 日、中国著名な経済学者胡鞍鋼夫婦

を囲む懇談会。 
◆2003 年秋に発足した財界トップとの勉強会

「日中問題を考える経済人の会」が継続中。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3 .社 会 教 育 活 動  
◆日本経済新聞社、中国教育国際交流協会との共

催で、2006 年 4 月から中国各地の 8 ブロックで

予選を行い、7 月 21 日、東京で「第一回全中国

選抜 日本語スピーチコンテスト」の決勝戦が行

われる。 
 

4 .会 員 活 動  
◆2004 年 12 月 11～12 日、箱根で合宿勉強会。

報告者：趙軍、斉琳、朱建栄。 

●シガツェのタシルンポ寺にて 

◆2005 年 7 月１～2 日、愛知万博見学研修会。 
◆同 12 月 3～4 日富津電通倶楽部で合宿勉強会。

報告者：黄磷、金堅敏、莫邦富。 
 

     


